
首
都
圏
の
鉄
道
の
相
互
乗
り
入
れ
は
、
線
路
の
間

隔
（
軌
間
）
に
よ
っ
て
、「
Ｊ
Ｒ
在
来
線
、
東
京
メ

ト
ロ
、
私
鉄
」
の
組
と
、「
都
営
地
下
鉄
浅
草
線
、

京
浜
急
行
電
鉄
（
京
急
）、
京
成
電
鉄
（
京
成
）」
と

の
組
が
あ
る
。
東
海
道
新
幹
線
の
軌
間
で
あ
る
一
四

三
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル（
四
フ
ィ
ー
ト
八
・
五
イ
ン
チ
）

を
国
際
的
に
は
標
準
軌
と
呼
び
、
標
準
軌
よ
り
幅
の

狭
い
も
の
を
狭
軌
、
幅
の
広
い
も
の
を
広
軌
と
呼
ぶ

が
、都
営
浅
草
線
の
組
は
標
準
軌
を
採
用
し
て
お
り
、

Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
組
は
一
〇
六
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

（
三
･
五
フ
ィ
ー
ト
）、
都
営
新
宿
線
と
京
王
電
鉄
は

一
三
七
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
狭
軌
を
採
用
し
て
い

る
。
関
西
の
私
鉄
の
多
く
は
標
準
軌
を
採
用
し
て
い

る
。標

準
軌
を
広
め
た
の
は
蒸
気
機
関
車
の
父
と
呼
ば

れ
る
英
国
人
技
術
者
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン

で
あ
る
。
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
蒸
気
機
関
車
の
み
で

は
な
く
、
車
両
、
線
路
を
支
え
る
地
盤
、
橋
梁
、
ト

ン
ネ
ル
な
ど
の
土
木
工
事
か
ら
信
号
方
式
な
ど
を
含

む
革
新
的
な
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行
っ
た
が
、
軌
間
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
馬
が
牽
引
す
る
方
式
を
採
用
し

て
い
る
。
む
し
ろ
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
対
抗
し
て
蒸

気
機
関
車
を
開
発
し
た
技
術
者
達
が
、
広
軌
や
狭
軌

を
選
択
し
て
軌
間
へ
の
こ
だ
わ
り
を
示
し
た
も
の

の
、
現
在
世
界
標
準
に
な
っ
て
い
る
の
は
ス
チ
ー
ブ

ン
ソ
ン
が
採
用
し
た
軌
間
で
あ
る
。

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
登
場
は
一
八
二
一
年
に
英
国

議
会
が
承
認
し
た
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
･
ダ
ー
リ
ン
ト
ン

間
の
馬
あ
る
い
は
固
定
し
た
蒸
気
機
関
で
車
両
を
牽

引
す
る
公
衆
鉄
道
計
画
か
ら
始
ま
る
。
彼
は
、
こ
の

鉄
道
会
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
任
命
さ
れ
、
牽
引
手
段

と
し
て
、
蒸
気
機
関
を
動
か
す
蒸
気
機
関
車
方
式
を

追
加
す
る
こ
と
と
、
貨
物
の
ほ
か
に
乗
客
も
輸
送
出

来
る
と
す
る
こ
と
を
議
会
に
承
認
さ
せ
た
。軌
間
は
、

従
来
の
馬
車
輸
送
に
使
わ
れ
た
一
四
三
五
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
た
が
、
レ
ー
ル
は
、
一

九
世
紀
末
か
ら
使
わ
れ
だ
し
た
鋳
鉄
製
で
は
機
関
車

の
重
量
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
し
、
予
算
の
許
す
限
り

高
価
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
鍛
造
レ
ー
ル
を
採
用
し
て

い
る
。
一
八
二
五
年
の
開
通
式
で
は
蒸
気
機
関
車
が

石
炭
や
小
麦
粉
と
六
〇
〇
人
の
乗
客
を
乗
せ
た
車
両

を
牽
引
し
て
時
速
四
〜
六
マ
イ
ル
で
走
っ
た
。

こ
の
成
功
を
受
け
、
リ
バ
プ
ー
ル
・
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
鉄
道
が
計
画
さ
れ
、
一
八
二
五
年
に
議
会
の
承

認
を
得
た
。
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
た
が
、
高
名
な
技
術
者
達
も
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
選
ば
れ
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
達

は
ス
ト
ッ
ク
ト
ン
・
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
鉄
道
を
視
察
し

た
が
、
蒸
気
機
関
車
方
式
を
信
頼
せ
ず
、
牽
引
手
段

候
補
に
馬
、
固
定
蒸
気
機
関
を
残
し
、
さ
ら
に
蒸
気

機
関
車
に
は
複
数
製
品
に
よ
る
公
開
競
争
で
性
能
を

満
足
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
条
件
を
付
け
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標
準
軌
を
広
め
た

蒸
気
機
関
車
の
父
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン

五
社
に
よ
る
公
開
競
争
を
制
し

新
鉄
道
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に



た
。
公
開
競
争
に
は
五
社
が
参
加
し
た
が
、
数
千
人

の
観
客
の
前
で
完
走
で
き
た
の
は
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン

父
子
が
作
っ
た
「
ロ
ケ
ッ
ト
」
号
の
み
で
、
最
高
速

度
は
設
定
条
件
を
上
回
り
時
速
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
達
し
た
。

大
き
な
課
題
と
し
て
、
チ
ャ
ッ
ト
・
モ
ス
と
い
う

三
〇
〇
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
の
泥
炭
沼
地
帯
の
存

在
が
あ
っ
た
。
チ
ャ
ッ
ト
・
モ
ス
を
横
切
っ
て
、
重

い
蒸
気
機
関
車
に
耐
え
る
軌
道
を
敷
設
す
る
こ
と
は

不
可
能
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は

こ
れ
に
挑
ん
だ
。
高
く
盛
り
上
が
っ
た
中
央
部
を
切

り
取
り
、
低
い
周
辺
部
は
築
堤
と
す
る
計
画
で
臨
ん

だ
が
、
工
事
を
始
め
る
と
、
切
土
部
は
切
り
取
っ
た

周
り
か
ら
泥
炭
が
流
れ
込
み
、
盛
土
部
で
は
盛
土
が

沈
み
続
け
た
。
予
想
以
上
の
難
工
事
に
な
っ
た
が
、

切
り
取
っ
た
と
こ
ろ
に
は
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
用
い
て

泥
炭
の
流
れ
込
み
を
止
め
、
盛
土
に
は
、
乾
燥
し
た

泥
炭
を
敷
き
詰
め
る
方
法
を
採
用
し
て
軌
道
を
完
成

さ
せ
た
。

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
独
学
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
と
げ
る
に
は
彼
が
習
得
し

た
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
、
息
子
ロ

バ
ー
ト
を
最
先
端
の
知
識
を
学
ば
せ
る
た
め
に
大
学

に
送
り
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
大
学
か
ら
帰
っ
た
息
子

と
の
二
人
組
で
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
的
発
想
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
に

開
通
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
記
念
列
車
に
は
総
理
大

臣
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
公
爵
他
六
〇
〇
名
が
乗
車
し
た
。

当
日
、
リ
バ
プ
ー
ル
選
出
の
ハ
ス
キ
ッ
ソ
ン
議
員
が

道
橋
を
、
船
の
運
航
を
止
め
ず
に
二
箇
所
に
建
設
す

る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ロ
バ
ー
ト
は
世

界
で
始
め
て
の
鉄
製
管
型
橋
梁
（
チ
ュ
ー
ブ
ブ
リ
ッ

ジ
）
を
採
用
し
、
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

ブ
ル
ネ
ル
も
、
父
と
共
に
行
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の
テ

ム
ズ
川
下
ト
ン
ネ
ル
工
事
、
真
空
を
牽
引
力
と
す
る

鉄
道
、
大
西
洋
横
断
航
路
の
た
め
の
世
界
最
大
の
客

船
グ
レ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
号
の
建
造
な
ど
シ
ス
テ

ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
。
彼
の
名
は
鉄
道

分
野
で
の
最
高
の
賞
で
あ
る
ブ
ル
ネ
ル
賞
に
残
さ
れ

て
い
る
。
日
本
の
鉄
道
は
毎
年
の
如
く
多
く
の
部
門

で
受
賞
し
て
い
る
。

一
八
四
〇
年
代
、
英
国
に
は
多
く
の
鉄
道
事
業
会

社
が
設
立
さ
れ
、国
中
が
投
資
熱
に
う
か
さ
れ
、〝
レ

ー
ル
ウ
ェ
イ
・
マ
ニ
ア
〞
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
熱
狂

的
投
機
家
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、
ず
さ
ん
な
計
画
も

多
く
、
路
線
を
作
る
前
に
倒
産
す
る
会
社
も
現
わ
れ

バ
ブ
ル
は
急
速
に
し
ぼ
ん
だ
。
ち
な
み
に
鉄
道
愛
好

者
は
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ
・
フ
ァ
ン
と
呼
ば
れ
る
。

2009.757

技術者からの視点

反
対
側
か
ら
疾
走
し
て
き
た
機
関
車
に
轢
か
れ
る
と

い
う
悲
劇
が
あ
っ
た
。
商
用
鉄
道
で
の
最
初
の
犠
牲

者
で
あ
る
。

リ
バ
プ
ー
ル
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
鉄
道
の
成
功
に

よ
り
、
英
国
に
は
多
く
の
鉄
道
が
生
ま
れ
た
。
ス
チ

ー
ブ
ン
ソ
ン
が
関
与
し
た
鉄
道
で
は
、
相
互
乗
り
入

れ
を
考
慮
し
て
一
四
三
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
軌
間
が

採
用
さ
れ
た
。
一
八
三
三
年
に
グ
レ
ー
ト
・
ウ
エ
ス

タ
ン
社
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
西
に
延
び
る
鉄
道
の
計
画

を
発
表
し
、
ブ
ル
ネ
ル
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
任
命
さ
れ

た
。
ブ
ル
ネ
ル
は
高
速
性
能
と
安
全
性
、
快
適
性
を

重
視
し
、
二
一
四
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
七
フ
ィ
ー
ト
）

の
広
軌
を
選
ん
だ
。
こ
の
鉄
道
が
一
八
四
四
年
に
開

通
し
、
英
国
で
は
激
し
い
レ
ー
ル
･
ゲ
ー
ジ
（
軌
間
）

戦
争
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
各
路
線
へ
の
相
互
乗

り
入
れ
の
必
要
性
が
高
ま
る
に
つ
れ
割
高
な
広
軌
は

置
き
換
え
ら
れ
、
一
九
世
紀
末
に
は
主
要
な
鉄
道
は

全
て
一
四
三
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
こ
れ
が
標
準

軌
に
な
っ
た
。

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
父
子
の
シ
ス
テ
ム
技
術
は
リ
バ

プ
ー
ル
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
鉄
道
に
次
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
成
果
を
み
せ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
水
上
交
通
の
動
脈
に
な
っ
て
い
る
川
を
横
切
る
鉄

川
を
横
切
る
鉄
道
橋
を

新
技
術
の
採
用
で
成
功
に
導
く

多
く
の
鉄
道
が
生
ま
れ

レ
ー
ル
・
ゲ
ー
ジ
戦
争
に
突
入


